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2016 年 10 月 6 日 

 

「金融サービスの利用動向調査」 
金融機関窓口の夕夜間・土休日営業については 7 割超が希望 

～ネット専業銀行の利用比率は九州・北海道で高い割合～ 

 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 

 

株式会社 NTT データ経営研究所(本社：東京都千代田区、代表取締役社長：佐々木 康志) はＮＴＴコム オンライ

ン・マーケティング・ソリューション株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役社長：塚本良江）が提供する「NTT コム 

リサーチ」登録モニターを対象に、このたび「金融サービスの利用動向調査」を実施しました。 

 

近年、ATM やインターネットバンキングなどの非対面チャネルの利用が拡大し、インターネット専業銀行を中心とし

た新たな形態の銀行も存在感を増してきています。一方で、地方の過疎化が進み、銀行窓口の営業時間短縮も検討

される中、有人店舗の役割も再考される時期にきています。このような中、金融機関では従前の商品・サービスに加え

て投資信託や生命保険といった取扱商品を拡充して収益確保を目指しています。消費者の側からは、クレジットカー

ドや電子マネーの普及が進み、金融機関を介さない決済手段が提供され、選択の幅が広がっています。 

 

そこで、金融機関のこれからの戦略を立案する上で参考となるように、消費者の金融サービスの利用動向をテーマ

に調査を行いました。 

 

 

【主な調査結果】 

1．金融機関（預金取扱機関）に保有している口座と利用頻度について                
 

■ 保有していると最も多く回答があったのは、ゆうちょ銀行。2 番目は、都市部は都市銀行、地方は地方銀行・第二地

方銀行。3 番目はインターネット専業銀行が占める。                                 ・・・参照 P.5 

 

■ 都市部では都市銀行、地方では地銀・第二地銀という回答が多いものの、全国的に 2 番手はゆうちょ銀行、3 番手

はインターネット専業銀行との回答が多い。                                           ・・・参照 P.5 

 

■ 2 つの口座で入出金があったと回答している人が三分の一。3 口座以上という回答も三分の一程度存在しており、

日常的に口座の使い分けがなされている。                                           ・・・参照 P.6 

 

■ 最も預金残高が多い金融機関では給与受け取りが多く利用されているものの、2 番目に預金残高が多い金融機関

ではそれほど多く利用されていない。                                                ・・・参照 P.7 

 

2. メインバンクの利用動向              
 

■ メインバンクに口座開設を行ったきっかけは、就職後・アルバイト時の給与入金口座用という入金目的の回答が半

数を占める。                                                       ・・・参照 P.8 

 

■ メインバンクを選んだ理由の半数超は、自宅近くに店舗や ATM があるからという、チャネルに関するものであ

る。                                                             ・・・参照 P.8 
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■ メインバンクを変更した理由の半数超は、自宅近くの店舗や ATM がなくなったからという、チャネルに関するもので

ある。                                                                  ・・・参照 P.9 

 

3. 預かり資産                      
 

■ 金融機関で「投資信託」、「国債・地方債」もしくは「生命保険」を加入・購入した最大の理由は、渉外員からの勧誘。

店頭のパンフレットを見て相談したという意見も 2 割程度存在。                        ・・・参照 P.10 

 

4. 非対面チャネルの利用動向                   
 

■ 6 割程度の回答者がインターネットバンキングを利用。ただし、パソコンからのアクセスが多く、スマートフォンからの

利用は 3 割弱にとどまる。                                                       ・・・参照 P.11 

 

■ インターネットバンキングを利用しない理由の半数近くが、セキュリティーへの不安を指摘している。  ・・・参照 P.12 

 

■ インターネットバンキングにおける利用サービスは入出金明細の確認と振込が大半。             ・・・参照 P.12 

 

■ 店舗外、コンビニ ATM が拡がるものの、半数は銀行店舗内の ATM を利用。                  ・・・参照 P.13 

 

5. 有人店舗の利用動向と意向                    
 

■ 有人店舗に出向く理由は入出金、定期預金関連、振込・税金が多くを占める。                  ・・・参照 P.14 

 

■ 金融機関の窓口の時間外開設は、7 割超のニーズがある。                                  ・・・参照 P.14 

 

■ 時間外開設で利用したいサービスは、税金・諸届が多いが、資産運用やローン商品など、金融機関側の収益拡大

に資するニーズも 4 割程度存在する。                                                   ・・・参照 P.15 

 

6. 消費者の支払方法                      
 

■ 公共料金の支払いは口座引落が半数以上を占める。                                  ・・・参照 P.16 

 

■ インターネット・ショッピングでの支払はクレジットカードでの支払いが圧倒的。                   ・・・参照 P.16 

 

■ よく利用する電子マネーは、関東では交通系電子マネー、四国では WAON が半数超を占める。   ・・・参照 P.17 

 

■ スーパーマーケットでの決済手段は半数超が現金。クレジットカードと電子マネーの利用は地域によって異な

る。                                                                               ・・・参照 P.18 

 

■ コンビニエンスストアでの決済手段は現金、電子マネー、クレジットカードの順番であり、地域の差異は大きくな

い。                                                                               ・・・参照 P.19 

 

【本件に関するお問い合わせ先】           ＊本リリースの掲載の商品名、会社名、団体名は、各社の商標または登録商標です。 

■ 報道関係のお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 

コーポレート統括部 経営企画部 

広報担当 

Tel：03-5213-4016 （代） 

■ 内容に関するお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 

金融政策コンサルティングユニット 

シニアマネージャー 西原 正浩 

シニアコンサルタント 安原 健司 

コンサルタント 渡邉 恵衣 

Tel：03-5213-4115 
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調査概要 

 

 

1. 調査対象： NTT コム リサーチ クローズド調査（*1） 

2. 調査方法： 非公開型インターネットアンケート 

3. 調査期間： 2016 年 8 月 23 日～2016 年 8 月 26 日 

4. 有効回答者数：1,092 人 

5. 標本設計： 18 歳以上の男女を対象。北海道、東北（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県）、 

      関東（茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、山梨県）、北信越（富山県、 

           石川県、福井県、長野県、新潟県）、東海（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県）、近畿（大阪府、 

           京都府、兵庫県、奈良県、滋賀県、和歌山県）、中国（鳥取県、島根県、岡山県、広島県、 

             山口県）、四国（徳島県、香川県、愛媛県、高知県）、九州（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県 

           大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県）の各エリアに均等に割り付け 

6. 回答者の属性 
<性別> 

全体 1092 100% 

男性 554 50.7 

女性 538 49.3 

 
<年齢> 

全体 1092 100% 

18 歳～29 歳 197 18.0 

30 歳～39 歳 210 19.2 

40 歳～49 歳 218 20.0 

50 歳～59 歳 229 21.0 

60 歳以上 238 21.8 

 

＜職業＞ 

会社員（派遣社員・契約社員含む） 379 34.7% 

会社役員 24 2.2% 

公務員 48 4.4% 

自営業（個人事業主、SOHO、フリーランスを含む） 116 10.6% 

専業主婦（主夫） 202 18.5% 

アルバイト・パート 128 11.7% 

学生 20 1.8% 

無職 167 15.3% 

その他 8 0.7% 

 

 
【補足】 
(*1)NTT コム リサーチ http://research.nttcoms.com/ 

NTT コム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社（http://www.nttcoms.com/）が提供する、高品質で付加価値の高いイ

ンターネットリサーチ・サービスである。自社保有パネルとして国内最大級の延べ 217 万人の登録モニターを擁し、消費者向け調査か

ら、法人向け調査、グループインタビューまで、さまざまな市場調査ニーズに対応している。（モニターの人数は 2016 年 10 月現在） 
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1. 金融機関（預金取扱機関）に保有している口座と利用頻度について 

 

1.1 保有しているすべての口座について 

 

 保有していると最も多く回答があったのは、ゆうちょ銀行。2 番目は、都市部は都市銀行、 
地方は地方銀行・第二地方銀行。3 番目はインターネット専業銀行が占める。 

 
 すべてのエリアで 7 割超の消費者がゆうちょ銀行に口座を開設している。次点は、関東・関西の都市

部では都市銀行が占めるものの、その他のエリアでは地銀・第二地銀が占めている。インターネット専

業銀行に口座を持っている消費者の割合は、すべてのエリアで信用金庫を上回っている。信用金庫は東

海、中国エリアで回答割合が多いものの、中国エリアでは農協・漁協の方の回答が多い。 
 
【図表 1-1】金融機関に保有している口座（複数回答） 

  

メガバンク・

りそな（埼玉

りそな）銀行 

ゆうちょ

銀行（郵

便局） 

地銀・ 

第二地銀 信用金庫 信用組合 労働金庫 

農協・ 

漁協 

インター

ネット専

業銀行 

全国 32% 83% 62% 16% 3% 6% 12% 39% 

北海道 15% 87% 68% 18% 2% 7% 5% 45% 

東北 16% 79% 83% 18% 2% 8% 7% 34% 

関東 77% 80% 22% 5% 0% 2% 4% 35% 

北信越 17% 85% 73% 19% 4% 8% 18% 34% 

東海 45% 78% 52% 28% 3% 5% 14% 41% 

近畿 63% 77% 37% 17% 4% 3% 8% 32% 

中国 19% 89% 73% 22% 5% 9% 23% 40% 

四国 17% 88% 70% 5% 0% 4% 19% 42% 

九州 15% 82% 77% 10% 4% 5% 10% 50% 

 

 

1.2 最もよく利用する金融機関の業態について 

 

 都市部では都市銀行、地方では地銀・第二地銀という回答が多いものの、全国的に 2 番手は 
ゆうちょ銀行、3 番手はインターネット専業銀行との回答が多い。 

 
 最もよく利用する金融機関について、都市部では都市銀行、地方では地銀・第二地銀という回答が多

いものの、北海道ではゆうちょ銀行と回答する消費者が一番多かった。インターネット専業銀行と答え

る割合が最も多いエリアは九州エリア、次点で北海道である。信用金庫は東海エリアで健闘しているも

のの、全国的に見るとインターネット専業銀行と答える消費者の方が多く、ネット専業銀行の普及が見

て取れる。 
 
 



6 
 

 
【図表 1-2】もっともよく利用する金融機関 

  

メガバンク・

りそな（埼玉

りそな）銀行 

ゆうちょ

銀行（郵

便局） 

地銀・ 

第二地銀 信用金庫 信用組合 労働金庫 

農協・ 

漁協 

インター

ネット専

業銀行 

全国 16% 29% 36% 4% 1% 1% 2% 11% 

北海道 2% 42% 33% 7% 1% 0% 0% 15% 

東北 5% 18% 61% 1% 1% 2% 1% 11% 

関東 58% 24% 6% 0% 0% 0% 1% 11% 

北信越 4% 30% 49% 0% 0% 2% 3% 11% 

東海 26% 19% 26% 14% 0% 1% 5% 10% 

近畿 43% 30% 14% 6% 1% 0% 1% 6% 

中国 7% 34% 40% 4% 2% 3% 3% 7% 

四国 2% 34% 53% 0% 0% 0% 1% 9% 

九州 4% 31% 42% 2% 0% 1% 3% 16% 

 

 

1.3 直近 1 か月間で入出金のあった口座数 

 
 2 つの口座で入出金があったと回答している人が三分の一。3 口座以上という回答も三分の一程度 

存在しており、日常的に口座の使い分けがなされている。 
 
 1 か所の口座のみで入出金があったと答えた方が 35％。残りは預貯金口座を使い分けていることが分

かった。 
 
【図表 1-3】直近 1 か月間で入出金のあった口座数（単位：％） 
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1.4 最も預金残高が多い金融機関、2 番目に多い金融機関で利用されているサービス 

 
 最も預金残高が多い金融機関では給与受け取りが多く利用されているものの、2 番目に預金残高が多

い金融機関ではそれほど多く利用されていない。 
 
 最も預金残高が多い金融機関と 2 番目に多い金融機関では、クレジットカード引落が最も多く利用さ

れているものの、2 番目以降のサービスは両者で異なっている。調査結果から、預金獲得に効果がある

と考えられるのは、給与受け取り等の入金系口座の確保であることが推測できる。 
 
【図表 1-4-1】最も預金残高が多い金融機関で利用しているサービス（単位：％） 

 

【図表 1-4-2】2 番目に預金残高が多い金融機関で利用しているサービス（単位：％） 
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2. メインバンクの利用動向 

 

2.1 メインバンクの口座を開設したきっかけ 

 
 メインバンクに口座開設を行ったきっかけは、就職後・アルバイト時の給与入金口座用という入金

目的の回答が半数を占める。 
 
 メインバンクとして利用している金融機関の口座を開設したきっかけは、入金用という回答が半数を

占めるものの、手数料や金利といったサービス面に着目した開設理由も 2 割程度見られた。また、幼い

ころから利用している金融機関をそのまま使い続けているという回答も一定程度見られた。 
 
【図表 2-1】メインバンクの口座を開設したきっかけ（単位：％） 

 

 
 

2.2 メインバンクを選んだ理由 

 
 メインバンクを選んだ理由の半数超は、自宅近くに店舗や ATM があるからという、チャネルに 

関するものである。 
 
 メインバンクを選んだ理由の半数超は、自宅近くにチャネルがあるからという理由である。2 割程度

が、会社が指定した口座との回答があった。 
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【図表 2-2】メインバンクを選んだ理由（単位：％） 

 

 

2.3 メインバンクを変更した理由 

 
 メインバンクを変更した理由の半数超は、自宅近くの店舗や ATM がなくなったからという、チャネ

ルに関するものである。 
 
 回答者のうち、22.9％はメインバンクを変更した経験があった。変更した理由は、近所の店・ATM が

なくなったからという回答が最も多く、キャッシュポイントが近場にないと離反を起こすという結果に

なった。また、サービスが悪いという理由も 2 割程度おり、金融機関のサービス改善努力が望まれる。 
 
【図表 2-3】メインバンクを変更した理由（単位：％） 
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3. 預かり資産 

 
3.1 金融機関で「投資信託」、「国債・地方債」もしくは「生命保険」を加入・購入した理由 

 
 金融機関で「投資信託」、「国債・地方債」もしくは「生命保険」を加入・購入した最大の理由は、

渉外員からの勧誘。店頭のパンフレットを見て相談したという意見も 2 割程度存在。 
 
 金融機関で投資信託、国債・地方債、生命保険を購入・加入したことのある方に、購入した理由を伺

ったところ、渉外員からの勧誘との答えが一番多かった。店頭のパンフレットを見て相談した方も 2 割

程度おり、ATM コーナーをはじめとして、お客さまが来店されるエリアならびに動線を加味した掲示

物・パンフレットの設置が、販売促進において有効ではないかと推測される。 
 
【図表 3-1-1】金融機関で「投資信託」もしくは「国債・地方債」を購入した理由（単位：％） 

 

 
【図表 3-1-2】金融機関で「生命保険」に加入した理由（単位：％） 
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4. 非対面チャネルの利用動向 

 

4.1 インターネットバンキングの利用頻度 

 
 6 割程度の回答者がインターネットバンキングを利用。ただし、パソコンからのアクセスが多く、 

スマートフォンからの利用は 3 割弱にとどまる。 
 
 インターネットバンキングの利用はパソコンからの利用が大半を占める。利用頻度は月に 1 回程度と

いう回答が最も多く、月に 1 回以上利用する人は 4 割程度存在する。 
 
【図表 4-1-1】インターネットバンキング（パソコン）の利用頻度（単位：％） 

 

 
【図表 4-1-2】インターネットバンキング（スマートフォン）の利用頻度（単位：％） 

 

 

 



12 
 

 

4.2 インターネットバンキングを利用しない理由 

 
 インターネットバンキングを利用しない理由の半数近くが、セキュリティーへの不安を指摘してい

る。 
 
 インターネットバンキングを利用しない理由の筆頭はセキュリティーへの不安である。利便性を感じ

ない理由の背景には代替手段でニーズが満たされているためではないかと思われる。一方で、申込手続

やログインなど、利便性の問題を指摘する声も四分の一程度見られた。 
 
【図表 4-2】インターネットバンキングを利用しない理由（単位：％） 

 

 
4.3 インターネットバンキングにおける利用サービス 

 
 インターネットバンキングにおける利用サービスは入出金明細の確認と振込が大半。 
 
 入手金明細の確認や振込といった、日常的な金融取引においてインターネットバンキングは利用され

ている。定期預金や預かり資産に関する利用状況はあまり多く見られない。 
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【図表 4-3】インターネットバンキングにおける利用サービス（複数回答）（単位：％） 

 

 

 

4.4 ATM の利用場所 

 
 店舗外、コンビニ ATM が拡がるものの、半数は銀行店舗内の ATM を利用。 
 
 最も多く利用する ATM の設置場所を聞くと、半数以上が銀行店舗内の ATM と回答。メインバンクを

変える理由の筆頭に近隣の店舗や ATM がなくなったこと、という回答があったことを考慮すると、銀

行店舗の存在感はいまだに高いものと考えられる。一方で、コンビニエンスストア・スーパー等の商業

施設内の ATM との回答も四分の一程度ある。 
 
【図表 4-4】最も多く利用する ATM の利用場所（単位：％） 
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5. 有人店舗の利用動向と意向 

 

5.1 金融機関の有人店舗に出向く理由 

 
 有人店舗に出向く理由は入出金、定期預金関連、振込・税金が多くを占める。 
 
 有人店舗に出向く理由は入出金、定期預金関連、振込・税金が多くを占める。諸届や両替といった、

金融機関にとっては手数料等収入に結びつかない用件の来店がそれに続く。投資信託や生命保険といっ

た預かり資産で訪問する割合は少ない。 
 
【図表 5-1】金融機関の有人店舗に出向く理由（複数回答）（単位：％） 

 

 

5.2 窓口の時間外での利用意向 

 
 金融機関の窓口の時間外開設は、7 割超のニーズがある。 
 
 夕方・夜間の開設に対するニーズは、41％、土日・祝日の開設に対するニーズは 55％ある。一方で利

用しないという回答は 28％あった。 
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【図表 5-2】金融機関の窓口の時間外開設に対するニーズ（複数回答）（単位：％） 

 

 

5.3 夕方・夜間、土日祝日で利用したい金融機関のサービス 

 
 時間外開設で利用したいサービスは、税金・諸届が多いが、資産運用やローン商品など、金融機関

側の収益拡大に資するニーズも 4 割程度存在する。 
 
 税金、諸届に対するニーズは多くあるものの、金融機関の収益貢献をする資産運用やローン商品、保

険・年金の相談申込ニーズは合わせて 42％ある。項番 5.1 で金融機関の有人店舗に行く用件のうち、資

産運用・保険に関するものが一桁台だったことを踏まえると、土日祝日の開設は、潜在的なニーズ獲得

に資するのではないかと考えられる。 
 
【図表 5-3】金融機関の窓口の時間外開設で利用したいサービス（複数回答）（単位：％） 
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6. 消費者の支払方法 

 

6.1 公共料金の支払方法 

 
 公共料金の支払いは口座引落が半数以上を占める。 
 
 公共料金の支払いは口座引落が半数を占めるものの、クレジットカードによる支払いも三分の一程度

見られて、カード支払が浸透していることがわかる。 
 
【図表 6-1】公共料金の支払手段（単位：％） 

 

 
 

6.2 インターネット・ショッピングでの支払方法 

 
 インターネット・ショッピングでの支払いはクレジットカードでの支払いが圧倒的。 
 
 インターネット・ショッピングでの支払いはクレジットカードの利用が 8 割近い。理由を尋ねたとこ

ろ、7 割超がポイントが付くからという回答であった。コンビニエンスストアで支払う理由の筆頭は、

使いすぎないようにするためという理由が最も多かった。 
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【図表 6-2】インターネット・ショッピングでの支払手段（単位：％） 

 

 

 

6.3 1 か月に 1 回以上利用している電子マネー 

 
 よく利用する電子マネーは、関東では交通系電子マネー、四国では WAON が半数超を占める。 
 
 1か月に1回以上利用している電子マネーは地域によって大きく異なる。関東では交通系電子マネー、

四国では WAON を半数超の方が利用していると回答している。一方で、東北では nanaco が最も使われ

ている。電子マネーを利用していないという割合は、関東で最も低く、北信越エリアで最も高い割合に

なっている。 
 
【図表 6-3】1 か月に 1 度以上利用している電子マネー（複数回答）（単位：％） 

  

Suica/PASMO/ 

ICOCA 等の 

交通系電子マネー nanaco WAON 

楽天 

Edy 

au 

WALLET T マネー その他 

電子マネーを 

利用していない/ 

持っていない 

全国 22% 24% 34% 17% 3% 7% 2% 33% 

北海道 20% 23% 35% 24% 4% 4% 2% 32% 

東北 16% 39% 36% 16% 3% 7% 2% 36% 

関東 60% 29% 23% 12% 4% 13% 1% 21% 

北信越 10% 24% 23% 13% 2% 6% 5% 44% 

東海 16% 20% 39% 14% 2% 7% 3% 33% 

近畿 33% 17% 31% 14% 2% 3% 0% 35% 

中国 11% 22% 35% 19% 3% 7% 5% 37% 

四国 8% 15% 52% 20% 1% 6% 2% 33% 

九州 23% 26% 31% 22% 3% 8% 0% 29% 
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6.4 スーパーマーケットでの決済手段 

 
 スーパーマーケットでの決済手段は半数超が現金。クレジットカードと電子マネーの利用は地域に

よって異なる。 
 スーパーマーケットでの決済手段は、現金決済が半数超を占めるものの、関東ではクレジットカード

での支払が 4 割程度ある。項番 6.3 で WAON の利用が多いという回答であった四国エリアでは他エリ

アに比べて電子マネーでの決済比率が高い。 
 
【図表 6-4】スーパーマーケットでの決済手段（単位：％） 

  現金 クレジットカード 電子マネー デビットカード その他 

全国 59% 22% 17% 0% 1% 

北海道 57% 21% 17% 2% 3% 

東北 53% 20% 24% 1% 3% 

関東 51% 40% 7% 0% 2% 

北信越 68% 19% 11% 0% 2% 

東海 53% 31% 14% 1% 2% 

近畿 62% 24% 12% 1% 2% 

中国 63% 10% 26% 0% 1% 

四国 56% 12% 32% 0% 0% 

九州 70% 18% 11% 0% 1% 
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6.5 コンビニエンスストアでの決済手段 

 
 コンビニエンスストアでの決済手段は現金、電子マネー、クレジットカードの順番であり、地域の

差異は大きくない。 
 
 コンビニエンスストアでの現金決済の比率はスーパーと同様であり、現金を好む消費者は半数程度存

在しているものと考えられる。ただし、関東エリアでは現金比率が半数を切っている。 
 
【図表 6-5】コンビニエンスストアでの決済手段（単位：％） 

  現金 クレジットカード 電子マネー デビットカード その他 

全国 57% 11% 26% 0% 5% 

北海道 63% 11% 25% 0% 1% 

東北 50% 10% 34% 0% 6% 

関東 49% 12% 33% 1% 5% 

北信越 64% 8% 25% 0% 3% 

東海 55% 18% 23% 0% 4% 

近畿 67% 9% 18% 0% 7% 

中国 54% 7% 28% 1% 10% 

四国 58% 12% 26% 0% 5% 

九州 58% 10% 26% 2% 5% 

 

以上 
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